
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

ニカ

ソロリティ

バロック

タナトス

17

罪人

0

煉獄

13
炎

編み物

ステーキ

手術

ワイン

仕事

フィーヴと私は仕事仲間だった。 上質なワインや様々な食材を国外から手に入れては売る。そんな仕事をしていた。 仕事が上手く行った後は、いつも二人で祝いのディナーを食べに行った。 その日も、上質なステーキとワインで二人で成功を祝っていた。 油の滴るステーキと、赤のフルボディのワイン。 特にワインは自分の舌で選んだ特上のものだった。 ステーキだって、フィーヴ自身が焼いた特上のもの。 ワインは、いつも二人で数本は空いた。 これを食べなければ、二人の仕事はいつも終わらなかった。

目が覚めたら、そこは見覚えのないベッドの上だった。直ぐ近くには、フィーヴの姿。フィーヴが言うのは、どうやら俺は撃たれたらしい。下腹部を一発、弾は貫通して命には別状はないが、どうやら臓器を大分やられたらしい。

体調は大分よくなった。医者から、退院の許可も出た。退院祝いというやつでいつも通りにフィーヴの作ったステーキを、いつも通りに食べる。いつも通りの時間になるはずだった。しかし、どうにも味がおかしい。油が妙に胃の中で暴れて、喉を通らない。見た目も、材料も、いつも通りのフィーヴのステーキだ。だとしたら、変わったのは私の方か・・・。「ごめん、私、もう食べられないみたいだ。どうやら、油が駄目らしい」そういって一口ワインを飲む。しかし、こちらもどうにも喉を通らない。たった一口のんだだけでも、明らかに具合が悪い。フィーヴは慌てて私をソファーへ運ぶと、水と冷たいおしぼりを手渡した。「いやはや参ったね・・・。飲まなきゃ輸入なんて出来ないよ・・・」自分の声だが、どこか自分の声ではないように聞こえた・・・。

それからの仕事は大変だった。なにせ、ワインの質がわからない。食べ物の趣味も変わってしまって、どれを輸入したらいいのかわからなくなっていた。食べるものも変わったし、運動も以前ほど二人一緒にはやらなくなった。時折、自分で自分の事がわからなくなった。自分の趣味は何なのか、自分は何が好きなのか、そういう自分自身の情報をもう一度かきあつめなければならなかった。しかし、それでもフィーヴは嫌な顔一つせず傍にいてくれた。二人の関係は、事件の後も何も変わることはなかったと言ってよかった。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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たからもの

おとこのこの根元に光る銀色のリング。このパーツがバトルパート中に損傷した時、自身に対して判定値８の「砲撃攻撃２＋爆発＋全体攻撃」が発生する。ただし、この効果に対して「ラピッド」「ジャッジ」タイミングは発生しない。
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